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ほほえみは、とても官妥なことです。日常生活において、ほほえ  

むことができ、平和で、幸せであることができたなら、私たちばか  

りでなく、すべての人がそこからよい彩管を受けます。これが、もっ  

とも基本的な平和の仕事なのです。   （「ビーイング・ピース」より）  

タ
イ
の
上
座
部
仏
教
の
中
に
か
な
り
以
 
 

前
か
ら
新
仏
教
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
き
て
 
 

い
る
。
最
近
は
そ
の
動
き
が
確
か
な
も
の
 
 

に
な
り
、
自
ら
も
開
発
僧
と
名
乗
っ
て
村
 
 

起
こ
し
（
植
林
、
農
業
改
革
、
学
校
数
去
R
 
 

平
和
運
動
）
 
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
 
 

て
い
る
。
こ
の
動
き
は
周
辺
の
国
、
特
に
 
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ
オ
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
 
 

し
国
造
り
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
今
回
講
演
を
頂
く
 
 

テ
イ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
 
 

戦
争
時
代
よ
り
民
衆
の
為
の
平
和
運
動
を
 
 

行
っ
て
き
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
大
乗
仏
教
 
 

で
あ
る
が
、
師
の
説
く
非
暴
力
の
平
和
運
 
 

動
は
旧
南
北
両
政
府
に
入
れ
ら
れ
ず
祖
国
 
 

ム
生
ま
れ
の
詩
人
・
 
 

を
追
わ
れ
た
。
以
来
、
亡
命
の
地
パ
リ
を
 
 

拠
点
に
し
て
、
大
乗
仏
教
の
理
念
に
よ
る
 
 

平
和
と
禅
を
説
い
て
欧
米
を
中
心
に
活
躍
 
 

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
チ
ベ
ッ
ト
の
 
 

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
並
び
地
球
仏
教
の
指
導
 
 

者
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

宗
門
は
い
ま
、
人
権
、
平
和
、
環
境
を
 
 

テ
ー
マ
に
両
祖
の
禅
こ
そ
が
地
球
仏
教
で
 
 

あ
る
と
し
て
、
さ
ら
に
布
桁
し
深
め
様
と
 
 

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
テ
イ
ク
・
ナ
ッ
 
 

ト
・
ハ
ン
師
を
迎
え
交
流
出
来
る
こ
と
は
、
 
 

こ
の
上
な
い
好
縁
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
 
 

れ
の
テ
ー
マ
へ
の
進
一
歩
の
為
に
も
、
五
 
 

月
九
日
の
師
の
講
演
に
広
く
江
湖
の
ご
参
 
 

加
を
頂
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

松
 
永
 
然
 
道
 
 

え
て
 
 

⊥
ア
イ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
東
京
講
演
会
 
 

乃元め∧仏a古曲ガム   

テイク・ナットりヽンは、1926年生まれ。ヴェトナム戦  

争に対し、「行動する仏教者」の一人として非暴力・平  

和を訴え、その結果亡命を余儀なくされました。1973年  

以降、彼はフランスに在住し、難民救援活動に携わる  

いっぽう、欧米の人々に仏教思想のエッセンスを伝え  

ることに心をくだいています。平明で、美しい魂に響  

く言葉と、現代人向けにエ夫されたやさしい瞑想法に  

よって、彼の思想は多くの人々の共感を得ています。   

そしていま、地球レベルの諸問題一環境破壊、南北  

間題、核、戦争など一に対応するための思想・行動の体  

系として全世界的に仏教が注目され、「地球仏教」とい  

う概念が生まれるに至っていますが、テイク・ナット・  

ハンは、ダライ・ラマと並び、その代表的指導者として  

評価されています。   

みずからと世界の平和を、この一歩から。   
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フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
禅
僧
、
 
 

テ
イ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
は
こ
の
四
月
 
 

下
旬
、
予
て
よ
り
の
希
望
で
あ
っ
た
訪
 
 

日
を
遂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
イ
 
 

ン
ド
フ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
昨
年
七
 
 

月
組
織
さ
れ
、
仏
教
に
関
心
を
持
つ
若
 
 

い
人
々
が
中
心
に
な
り
、
師
の
．
日
本
招
 
 

構
の
た
め
の
様
々
の
準
備
が
調
え
ら
れ
 
 

つ
つ
あ
る
。
 
 
 

S
Z
I
で
も
師
の
東
京
講
演
会
を
主
 
 

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
大
変
意
 
 

義
深
い
こ
と
と
S
Z
I
の
御
努
力
に
拍
 
 

手
を
送
り
ま
す
。
）
 
そ
れ
に
関
連
し
、
 
 

当
紙
（
昨
年
十
一
月
号
）
上
に
師
の
こ
 
 

と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
、
日
 
 

本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
 
 

た
師
へ
の
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
が
多
く
見
ら
 
 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
殊
に
宗
門
の
藤
 
 

田
一
照
師
（
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
 
 

セ
ッ
ツ
州
ヴ
ァ
レ
禅
堂
主
管
、
今
回
の
 
 

東
京
公
演
の
通
訳
）
 
が
大
法
輪
二
月
号
 
 

に
善
か
れ
た
「
テ
イ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
 
 

師
の
こ
と
」
が
最
も
要
を
得
て
簡
素
、
 
 

明
解
な
師
の
紹
介
文
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

（
関
心
を
持
た
れ
る
方
は
御
参
照
下
さ
 
 

矛
ゼ
汐
。
 
 野
性
い
0
穐
 
 

帝
人
雇
主
償
開
教
師
瑚
∵
凛
玄
∴
早
 
 
 

い
）
。
 
 
私
が
テ
イ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
を
知
っ
 
 
 

た
の
は
五
～
六
年
前
、
参
禅
会
に
釆
て
 
 
 

い
た
室
さ
ん
と
い
う
著
作
家
に
「
英
語
 
 
 

の
勉
強
を
す
る
な
ら
良
い
テ
キ
ス
ト
が
 
 
 

有
り
ま
す
よ
」
と
教
え
ら
れ
、
ま
た
、
 
 
 

丁
度
同
じ
頃
、
棚
橋
二
晃
氏
 
（
師
の
 
 
 

「
ビ
ー
イ
ン
グ
ピ
ー
ス
」
を
日
本
語
訳
、
 
 
 

正
法
眼
戚
の
名
英
語
抄
訳
な
ど
の
翻
訳
 
 
 

作
品
を
も
つ
活
動
家
）
 
よ
り
テ
イ
ク
・
 
 
 

ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
と
い
う
今
欧
米
で
最
も
 
 
 

敬
愛
さ
れ
て
い
る
仏
教
指
導
者
の
英
訳
 
 
 

本
の
講
読
会
を
開
い
て
い
る
か
ら
参
加
 
 
 

し
な
い
か
と
奨
め
ら
れ
て
か
ら
で
あ
っ
 
 
 

た
。
両
氏
と
も
「
ア
メ
リ
カ
で
布
教
し
 
 
 

よ
う
と
い
う
禅
の
お
坊
さ
ん
な
ら
テ
イ
 
 
 

ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
の
本
を
読
む
べ
き
で
 
 
 

す
よ
、
非
常
に
新
鮮
で
平
明
な
禅
仏
教
 
 
 

の
展
開
を
説
い
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
 
 
 

意
味
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。
 
 

私
は
さ
っ
そ
く
近
く
の
師
の
英
訳
本
 
 
 

の
出
版
社
パ
ラ
ラ
ッ
ク
ス
・
プ
レ
ス
社
 
 
 

へ
行
っ
て
、
師
の
本
を
二
冊
程
頂
い
て
 
 
 

釆
た
。
社
長
の
ア
ー
土
－
と
そ
の
奥
さ
 
 
 

ん
は
タ
サ
ハ
ラ
禅
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
・
セ
 
 
 

ン
タ
ー
で
の
岡
安
居
者
だ
っ
た
。
彼
は
 
 
 

師
の
隔
年
毎
の
北
米
講
演
で
の
ひ
と
つ
 
 
 

を
聴
き
、
大
変
感
銘
を
受
け
、
以
来
師
 
 
 

の
リ
ト
リ
ー
ト
に
参
加
し
、
す
っ
か
り
 
 
 

心
酔
し
、
師
の
英
訳
本
出
版
を
手
掛
け
 
 
 

る
た
め
出
版
社
を
興
し
た
の
だ
。
私
は
 
 

ン
師
を
 
簡
 
易
 
 ア
ー
ニ
ー
か
ら
多
く
の
師
に
つ
い
て
の
 
 

知
識
を
得
た
。
 
 
 

私
は
師
の
平
易
な
英
文
の
語
り
口
は
 
 

英
語
の
勉
強
に
ち
ょ
う
ど
良
い
と
読
み
 
 

は
じ
め
た
。
好
人
庵
の
参
禅
者
の
中
に
 
 

も
師
を
知
り
、
そ
の
本
を
読
ん
で
い
る
 
 

人
が
幾
人
か
居
た
。
み
な
一
様
に
、
「
み
 
 

ず
み
ず
し
く
優
し
い
詩
人
の
感
性
と
知
 
 

性
を
備
え
た
師
は
、
深
い
仏
教
の
お
教
 
 

え
、
そ
の
実
践
法
を
き
わ
め
て
日
常
的
、
 
 

具
体
的
な
事
例
の
中
で
、
判
り
易
く
美
 
 

し
い
語
り
口
を
用
い
て
説
か
れ
て
い
る
 
 

が
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
考
え
て
ゆ
く
と
 
 

結
構
難
し
い
。
け
れ
ど
な
に
か
感
動
的
 
 

で
心
を
動
か
す
力
が
あ
る
、
皆
で
師
の
 
 

本
を
共
有
し
た
い
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
 
 

好
人
庵
で
も
五
～
六
人
で
三
ケ
月
程
週
 
 

一
回
の
講
読
会
を
開
い
て
「
タ
ッ
チ
ン
 
 

グ
ピ
ー
ス
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
 
 
 

師
の
ど
の
本
も
、
般
若
、
華
厳
、
唯
識
、
 
 

倶
舎
な
ど
の
思
惟
を
見
事
に
日
常
底
 
 

の
実
践
法
へ
収
赦
し
、
し
か
も
ご
く
 
 

平
易
明
晰
に
語
る
。
ま
た
青
少
年
向
 
 

け
の
仏
教
説
話
の
作
品
も
あ
る
。
特
 
 

に
「
古
い
道
、
白
い
雲
」
は
プ
ッ
ダ
を
 
 

物
語
る
麗
わ
し
い
大
冊
傑
作
で
あ
る
。
 
 
 

私
は
、
師
の
本
は
、
日
本
の
若
い
世
 
 

代
の
人
々
が
仏
教
に
つ
い
て
知
り
、
 
 

感
じ
、
考
え
、
日
常
生
活
の
指
針
と
 
 

し
て
生
か
す
た
め
の
、
最
高
の
手
引
 
 

き
雷
と
な
る
と
思
っ
て
き
た
。
 
 

一
九
九
四
年
の
夏
、
師
は
カ
リ
フ
ォ
 
 

ル
ニ
ア
講
演
・
リ
ト
リ
ー
ト
の
た
め
 
 

西
海
岸
に
お
い
で
に
な
っ
た
。
サ
ン
 
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
グ
レ
ー
ス
・
カ
 
 

テ
ド
ラ
ル
と
い
う
大
き
な
教
会
で
講
潰
 
 

を
行
な
っ
た
時
、
私
は
は
じ
め
て
聴
き
 
 

に
行
っ
た
。
カ
テ
ド
ラ
ル
内
は
二
千
人
 
 

を
超
え
る
聴
衆
で
満
員
、
静
か
な
熱
気
 
 

の
伝
わ
る
平
和
な
芳
開
気
に
充
ち
て
い
 
 

た
。
師
の
秘
吾
役
・
真
空
師
と
い
う
尼
 
 

僧
さ
ん
の
ベ
ト
ナ
ム
声
明
が
入
る
。
法
 
 

話
の
途
中
幾
回
か
、
例
の
マ
イ
ン
ド
フ
 
 

ル
・
ベ
ル
が
鳴
り
全
員
が
深
い
呼
吸
を
 
 

行
う
と
い
う
講
演
形
式
で
あ
っ
た
。
ベ
 
 

ト
ナ
ム
戦
争
を
経
験
し
た
師
の
祖
国
の
 
 

苦
悩
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
師
の
枢
要
な
 
 

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
プ
ッ
 
 

デ
イ
ズ
ム
」
を
説
く
言
葉
は
、
聴
衆
に
 
 

対
し
、
日
常
活
動
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
 
 

落
ち
つ
い
た
、
し
か
も
生
き
生
き
と
し
 
 

た
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
注
意
力
を
向
け
 
 

よ
、
と
励
ま
し
て
お
ら
れ
た
。
 
 
 

講
演
後
、
主
催
者
ア
ー
ニ
ー
に
紹
介
 
 

さ
れ
て
直
接
師
の
温
顔
を
拝
し
た
。
私
 
 テイク・ナット・ハンと子供たち  

は
現
代
の
菩
薩
を
目
の
前
に
す
る
思
い
 
 

だ
っ
た
。
そ
し
て
二
日
後
、
私
は
再
び
、
 
 

ロ
ス
パ
ド
レ
ス
の
山
ふ
と
こ
ろ
、
オ
ジ
 
 

ヤ
イ
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
人
の
山
寺
で
の
 
 

師
の
リ
ト
リ
ー
ト
へ
行
っ
た
。
五
～
六
 
 

百
人
の
人
々
が
、
木
に
囲
ま
れ
た
広
場
 
 

に
坐
り
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
あ
た
た
か
 
 

い
風
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
師
の
 
 

お
だ
や
か
な
、
か
つ
心
に
し
み
る
声
に
 
 

耳
を
傾
け
る
光
影
を
目
に
し
、
霊
鷺
山
 
 

の
説
法
も
か
く
や
と
ば
か
り
思
う
深
い
 
 

感
銘
を
受
け
た
。
 
 
 

こ
の
二
度
の
師
と
の
相
見
の
時
、
私
 
 

ほ
、
師
の
非
常
に
判
り
易
い
言
葉
で
あ
 
 

り
な
が
ら
、
ブ
ツ
ダ
の
教
え
に
新
し
い
 
 

生
命
を
吹
き
込
み
、
清
々
と
し
た
理
解
 
 

を
も
た
ら
す
著
作
を
、
日
本
の
若
い
人
々
 
 

に
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
ぜ
 
 

ひ
日
本
へ
行
っ
て
ダ
ル
マ
の
生
活
を
お
 
 

話
し
し
て
下
さ
い
、
と
力
説
し
た
。
師
 
 

は
、
慈
眼
を
注
い
で
「
私
は
何
処
で
も
 
 

ま
い
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
仏
の
教
え
 
 

の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
欲
し
い
の
で
 
 

す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
 
 
 

幸
い
師
の
素
晴
ら
し
さ
を
日
本
人
と
 
 

し
て
い
ち
早
く
知
っ
た
棚
柄
氏
や
中
野
 
 

民
夫
氏
（
招
脾
実
行
委
員
代
表
）
そ
の
他
 
 

師
の
教
え
に
感
銘
を
受
け
た
人
々
の
尽
 
 

力
、
又
S
Z
I
の
皆
様
の
参
加
に
よ
り
、
 
 

師
の
日
本
訪
問
が
実
現
の
運
び
と
な
り
、
 
 

大
変
有
意
義
な
仏
教
の
国
際
交
流
が
計
 
 

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
期
待
を
も
っ
て
 
 

師
の
訪
日
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
宗
門
 
 

の
皆
様
が
深
く
関
心
を
持
た
れ
、
多
大
 
 

の
御
支
援
を
賜
る
こ
と
を
念
じ
ま
す
。
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去
る
一
月
十
七
日
（
火
）
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
総
監
会
議
出
席
の
た
め
来
日
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
開
教
総
監
・
 
 

松
浦
玉
英
老
師
、
北
米
開
教
総
監
・
山
下
顕
光
老
師
、
南
米
閑
散
総
監
・
森
山
大
行
老
師
を
迎
え
て
、
大
山
陽
堂
・
S
Z
－
副
 
 

会
長
と
各
関
数
地
で
の
現
状
並
び
に
将
来
の
展
望
等
に
関
し
て
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
話
の
要
約
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

森山大行総監（南米）  

1938年、岩手県盛岡市に生まれ  
る。1962年、静岡県島田市、官養  
院・白山孝純帥より出家得度を受  
ける。1968年大本山総持寺特別安  
居。以後、故丹羽廉芳禅師（永平  
寺東京別院監院時代）に随身。1970  
年、サンフランシスコ桑港寺主  
任関数師。1977年、永平寺東京別  
院僧堂、準師家任命。1980年、山  
梨の大菩薩禅堂開創。1989年国際  
禅仏教交流会設立。1992年南米関  
数総監を任命され、現在に至る。  
就任と同時に別院復興の事業に  
着手し、念願の、本堂並びに庫裡  
ホールの完成を迎え、今秋9月7日、  

落慶法要を厳修する予定。  

松浦玉英総監（ハワイ）  

1911年（明治朋年）、山形県鶴岡  
市に生まれる。14歳のとき出家得  
度。駒沢大学卒業後、1936年、ハ  
ワイ・ホノルル別院正法寺・駐在  
関数師として赴任。1939年、カワイ  

禅宗寺駐在。1941年、ヒロ大正寺  
駐在、日本語学校校長。第2次世  
界大戦がはじまると強制収容所  
に収容される。1945年、ヒロ大正  
寺に戻る。1946年、コナ大福寺駐  
在。1965年、カワイロア龍潜寺主  
任。現在のワヒアワに本堂移築  
計画を進め、1975年に本堂落慶。  
寺号を竜仙寺とする。1981年、ホノ  

ルル別院・正法寺主任、ハワイ関  
数総監に任ぜられ、今日に至る。  

山下顕光総監（北米）  

1910年（明治43年）、岐阜県長良  
に生まれる。実家は鵜飼で知ら  
れる名家。1928年、出家得度。駒  
沢大学卒業後、川崎市の小学校  
で3年間の教鞭をとり、1938年曹洞  
宗北米関数師としてロサンゼル  
ス禅宗寺に赴任。第2次世界大戦  
がはじまると強制収容所に収容  
される。終戦後一時日本に帰国  
するが、再びロスアンゼルスに  
戻り、1971年には曹洞宗北米別院  
禅宗寺主任、北米関数総監に任  
ぜられ今日に至る。カリフォル  

ニア仏教各宗連合会会長も勤め  
る。  

三
閑
散
総
監
を
囲
ん
で
 
 

1
言
葉
の
問
題
に
つ
い
て
 
 

英
語
圏
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
 
 

圏
で
の
開
教
に
つ
い
て
、
今
 
 
 

後
も
日
本
か
、
セ
の
関
数
師
は
 
 
 

必
要
で
あ
ろ
う
か
ひ
 
 

…
将
来
は
、
現
地
の
開
教
師
が
育
つ
 
 

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
状
で
は
ま
だ
 
 

日
本
か
ら
の
関
数
師
に
頼
ら
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
。
日
本
か
ら
の
開
教
師
の
条
 
 

件
と
し
て
、
現
地
の
言
葉
、
文
化
を
理
 
 

解
し
て
欲
し
い
。
現
在
、
三
関
教
区
と
 
 

も
優
秀
な
現
地
の
関
数
師
を
育
て
て
い
 
 

る
が
、
絶
対
数
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
。
 
 

現
地
の
人
を
育
て
る
に
あ
た
っ
て
、
ハ
 
 

ワ
イ
と
北
米
、
南
米
と
は
違
っ
て
い
る
。
 
 

ハ
ワ
イ
の
場
合
、
僧
侶
の
資
格
等
に
関
 
 

し
て
、
現
地
で
養
成
す
る
場
合
の
条
件
 
 

を
ど
の
様
に
宗
門
と
調
整
す
る
か
が
問
 
 

題
で
あ
る
。
北
米
・
南
米
は
、
僧
侶
資
 
 

格
に
関
し
て
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
宗
 
 

制
に
そ
っ
て
養
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
 
 

の
得
度
者
は
師
匠
の
日
本
の
僧
籍
地
に
 
 

登
録
さ
れ
て
い
る
。
開
教
師
と
し
て
の
 
 

資
格
を
得
る
場
合
、
日
本
に
安
居
し
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
地
の
 
 

…
海
外
で
は
寺
院
運
 
 

営
は
メ
ン
バ
ー
の
人
た
 
 

ち
が
責
任
を
持
つ
。
だ
 
 

か
ら
開
教
師
は
月
給
 
 

（
開
教
区
に
よ
っ
て
は
 
 

宗
教
活
動
以
外
か
ら
の
 
 

場
合
が
あ
る
）
を
得
て
、
 
 

布
教
教
化
に
専
念
す
る
 
 

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
 
 

て
い
る
。
「
学
遺
を
志
 
 

す
も
の
す
べ
か
ら
く
賓
 
 

な
る
べ
し
」
と
い
っ
て
 
 

も
、
寺
族
の
収
入
に
頼
 
 

ら
ざ
る
を
え
ず
、
実
際
 
 

の
生
活
は
大
変
で
あ
る
。
 
 

日
本
で
あ
れ
ば
、
他
の
 
 

寺
院
へ
の
随
蓑
‖
、
托
鉢
 
 

が
で
き
る
が
海
外
で
は
 
 

そ
う
は
い
か
な
い
。
杜
 
 

人
を
養
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
 
 

の
指
導
者
に
任
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
 
 

に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

こ
の
問
題
は
、
総
監
会
議
、
関
数
師
連
 
 

絡
協
議
会
等
で
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
 
 

が
進
展
し
て
い
な
い
。
宗
制
に
関
し
て
 
 

は
、
宗
議
会
議
員
各
位
の
ご
尽
力
に
頼
 
 

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 

2
生
活
保
障
に
つ
い
て
 
 

寺
院
運
営
は
日
本
の
寺
と
 
 

は
違
う
よ
う
だ
が
、
ど
Ⅵ
よ
 
 

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
 
 

会
基
盤
が
ま
っ
た
く
違
う
。
関
数
師
が
 
 

努
力
し
て
も
、
経
済
的
な
苦
労
が
耐
え
 
 

な
い
。
現
地
で
は
、
社
会
保
険
、
健
康
 
 

保
険
、
リ
タ
イ
ヤ
メ
ン
ト
に
関
し
て
対
 
 

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
か
ら
 
 

派
遣
す
る
以
上
、
関
数
師
の
生
活
の
保
 
 

証
が
欲
し
い
。
 
 

＊
各
総
監
と
も
到
着
し
た
ば
か
り
で
大
 
 

変
お
疲
れ
の
様
子
で
し
た
が
、
貴
重
な
 
 

ご
提
言
等
を
戴
き
ま
し
た
。
S
Z
I
の
 
 

会
合
等
で
我
々
の
問
題
と
し
て
共
に
考
 
 

え
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
働
き
か
け
 
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
 
 

を
借
り
て
三
総
監
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
 
 

す
。
 
 

－・＝・・・ 

ー叫  
】   

南米別院本堂・庫裡ホール   
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日
本
列
島
の
極
寒
地
の
北
海
道
を
除
 
 

い
て
飛
騨
の
こ
の
地
は
、
内
地
一
番
の
 
 

厳
寒
地
で
あ
ろ
う
。
こ
の
寒
さ
が
、
法
 
 

を
伝
え
、
文
化
を
育
て
て
い
る
 

つ
く
づ
く
思
う
。
 
 
 

六
十
歳
の
還
暦
、
猪
年
で
あ
る
拙
僧
、
 
 

山
寺
の
朝
を
土
蔵
を
改
築
し
た
禅
堂
で
 
 

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
坐
に
本
当
に
 
 

親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
き
っ
か
 
 

け
は
、
昭
和
五
十
二
年
秋
、
故
片
桐
大
 
 

忍
老
師
を
北
米
・
ミ
ネ
ソ
タ
の
地
に
訪
 
 

問
し
、
相
見
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
 
 

「
十
五
日
以
前
を
問
わ
ず
、
十
五
日
以
 
 

後
を
問
う
」
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
晩
秋
 
 

の
、
、
、
ネ
ソ
タ
を
訪
れ
た
ヨ
は
、
大
切
な
 
 

時
で
あ
り
、
初
発
心
の
日
で
あ
っ
た
。
 
 

恕
 
 

囁
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ネ
ブ
ラ
ス
カ
禅
堂
開
単
を
通
し
て
 
 

正
法
を
伝
え
る
大
切
さ
 
 

カ
州
オ
マ
ハ
市
に
あ
 
 

る
小
さ
な
禅
の
グ
ル
ー
 
 

プ
に
招
れ
て
、
単
身
 
 

で
オ
マ
ハ
の
空
港
に
 
 

降
り
立
っ
た
。
大
学
 
 

教
授
の
家
に
居
候
し
 
 

て
の
参
禅
指
導
、
英
 
 

語
の
で
き
な
い
日
本
 
 

僧
が
日
本
語
の
で
き
 
 

な
い
米
国
の
家
主
に
 
 

世
話
に
な
り
、
五
日
 
 

間
の
接
心
を
含
め
て
 
 

一
ケ
月
全
身
全
励
の
 
 

体
験
で
あ
っ
た
。
 
 
 

以
後
、
夏
冬
数
回
 
 

こ
こ
を
訪
れ
た
私
は
、
 
 

大
変
な
こ
と
に
気
付
 
 

い
た
。
素
人
の
く
せ
 
 

に
、
禅
の
修
行
も
ち
ゃ
 
 

に
よ
り
、
北
米
の
ど
真
申
、
 
 

翌
年
六
月
、
故
片
桐
老
師
の
ご
支
援
 
 
 

修
行
の
や
り
直
し
 
 

ネ
ブ
ラ
ス
 
 

岐
単
県
正
宗
寺
住
職
 
原
 
田
 
道
一
 
 

ん
と
し
な
い
く
せ
に
、
だ
れ
か
に
何
か
 
 

を
教
え
て
や
ろ
う
な
ん
て
ケ
チ
な
こ
と
 
 

を
考
え
た
ば
っ
か
り
に
、
息
が
だ
ん
だ
 
 

ん
続
か
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
 

私
は
気
負
い
と
い
う
こ
と
．
に
気
付
い
た
。
 
 

気
負
っ
て
や
っ
た
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
 
 

ネブラスカ禅センター会員とともに（中央：筆者／左：故片桐大忍老師）  

い
い
こ
と
の
様
に
見
え
て
も
、
そ
れ
は
 
 

そ
の
人
の
、
そ
の
人
ら
し
い
も
の
で
は
 
 

な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
の
だ
。
 
 
 

と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
 
 

が
、
あ
ま
り
ま
じ
め
に
修
行
な
さ
る
の
 
 

で
、
だ
ん
だ
ん
恐
く
な
っ
て
き
た
の
で
 
 

あ
る
。
そ
し
て
、
と
う
と
う
ネ
ブ
ラ
ス
 
 

カ
禅
セ
ン
タ
ー
の
開
単
式
を
し
た
そ
の
 
 

年
を
期
と
し
て
、
以
後
渡
米
を
中
止
し
 
 

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
飛
騨
高
山
の
 
 

山
寺
の
土
蔵
に
坐
り
、
京
都
の
毎
月
一
 
 

度
の
内
山
興
正
老
師
の
正
法
眼
械
の
講
 
 

話
を
は
じ
め
、
参
師
問
法
の
再
出
発
、
 
 

修
行
の
や
り
直
し
を
始
め
た
。
 
 
 

私
が
一
番
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
 
 

な
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
修
行
は
見
せ
 
 

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
人
の
見
 
 

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
修
行
す
る
の
が
基
 
 

本
な
の
に
、
私
は
、
修
行
を
人
と
の
関
 
 

わ
り
あ
い
の
中
で
や
る
と
い
う
方
に
中
 
 

心
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
 
 

内
面
の
力
が
蓄
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
 
 

う
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

ア
メ
リ
カ
で
経
験
し
た
こ
と
ば
、
英
 
 

語
が
で
き
な
く
て
も
一
緒
に
坐
る
こ
と
 
 

は
で
き
る
。
坐
る
と
い
う
こ
と
ば
あ
り
 
 

が
た
い
も
の
で
、
目
と
目
を
合
わ
せ
れ
 
 

ば
大
体
の
こ
と
は
や
っ
て
い
け
る
と
い
 
 

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
こ
れ
な
ら
か
な
 
 

正
法
を
 
′
 
 
 

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
 
 

り
の
こ
と
ま
で
で
き
る
／
」
 
と
。
と
 
 

こ
ろ
が
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
も
起
き
 
 

る
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

接
心
中
、
応
量
器
（
略
器
）
を
使
っ
 
 

て
の
朝
食
時
、
私
は
う
っ
か
り
オ
ー
ト
 
 

ミ
ー
ル
 
（
お
粥
）
を
自
分
の
膝
の
上
に
 
 

こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
急
い
で
そ
れ
を
 
 

指
で
つ
ま
ん
で
食
べ
た
の
だ
が
、
そ
れ
 
 

を
見
て
い
た
彼
ら
は
、
各
々
が
順
番
に
 
 

自
分
の
膝
の
上
に
お
粥
を
落
し
て
、
つ
 
 

ま
み
上
げ
て
食
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
ん
な
に
純
真
な
人
た
ち
を
だ
ま
し
 
 

た
ら
い
か
ん
な
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
お
の
れ
の
力
量
の
不
足
 
 

と
正
法
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思
 
 

い
知
ら
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
体
験
で
あ
っ
 
 

た
。
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て
い
け
る
の
か
、
と
っ
て
も
心
 
 

配
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
乞
食
 
 

は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
律
で
禁
ぜ
 
 

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
 
 

も
他
の
仕
事
を
さ
が
し
て
働
か
 
 

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
剃
髪
 
 

し
て
い
る
身
で
は
ど
う
す
る
こ
 
 

と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
 
 
 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
 
 

私
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
 
 

あ
る
ペ
ン
デ
ル
ヒ
ル
・
ク
ウ
エ
ー
 
 

カ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
 
 

ヘ
、
坐
禅
指
導
す
る
た
め
に
招
 
 

待
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
は
、
 
 

一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
 
 

一
番
最
初
に
行
な
っ
た
接
心
と
 
 

さ
れ
、
そ
れ
を
指
導
し
た
の
は
 
 

二
十
三
年
間
の
日
本
生
活
の
内
の
十
 
 

一
年
間
の
僧
堂
生
活
を
終
え
、
一
九
九
 
 

〇
年
、
私
が
学
ん
だ
道
元
禅
師
の
教
え
 
 

を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
広
め
る
こ
と
 
 

が
出
来
た
ら
と
思
い
、
母
の
住
む
ア
メ
 
 

リ
カ
に
戻
る
決
心
を
し
ま
し
た
。
し
か
 
 

し
、
尼
僧
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
地
で
や
っ
 
 

藤
 
 

癖
 
 

枠
 
 

酪
 
 

詔
 
 

裁
 
 

争
 
 

啓
二
琴
曲
準
染
㌻
琴
瓜
欝
ぬ
 
 

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
よ
日
ソ
 
 

療
 
 

刑
務
所
の
中
の
坐
禅
会
 
 

や
酵
 
傍
命
 
飴
 
帰
 
 

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
平
等
山
禅
堂
 
 

主
任
関
数
師
 
ベ
ナ
ー
ジ
ュ
・
大
円
 
 

臨
済
宗
の
安
谷
白
雲
老
師
で
し
た
。
ど
 
 

う
や
っ
て
家
賃
を
払
っ
た
ら
良
い
か
も
 
 

わ
か
ら
ず
に
、
そ
の
話
を
承
諾
し
て
し
 
 

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早
速
、
母
の
 
 

住
む
隣
の
二
〇
〇
年
も
経
つ
ク
ウ
エ
ー
 
 

カ
ー
教
徒
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
借
り
 
 

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
後
に
そ
の
ア
パ
ー
 
 

ベナージュ・大円師と重刑者刑務所の参禅者たち  戯
 
 

曲
 
 

癖
 
 

癖
 
 

ト
メ
ン
ト
は
平
等
山
禅
堂
と
な
る
の
で
 
 

す
が
、
次
第
に
多
く
の
人
々
が
、
く
ち
 
 

ず
て
に
フ
ィ
ラ
ル
デ
ィ
ル
フ
ィ
ア
の
地
 
 

域
か
ら
車
で
三
時
間
も
か
け
て
週
末
の
 
 

坐
禅
会
に
や
っ
て
く
る
様
に
な
り
ま
し
 
 

た
。
そ
ん
な
と
き
、
私
の
母
は
、
応
最
 
 

器
を
包
む
椎
妙
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
 
 

り
、
仏
様
に
花
を
供
え
た
り
、
参
禅
者
 
 

に
挨
拶
を
し
た
り
、
慮
行
者
の
よ
う
に
 
 

私
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
次
第
に
、
私
た
ち
の
小
っ
 
 

ち
ゃ
な
禅
堂
で
坐
禅
を
し
た
い
と
い
う
 
 

人
た
ち
か
ら
便
り
を
も
ら
う
よ
う
に
な
 
 

り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
の
便
り
の
中
 
 

に
、
こ
れ
に
は
び
っ
く
り
し
た
の
で
す
 
 

が
、
刑
務
所
の
男
の
囚
人
か
ら
の
手
紙
 
 

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
坐
禅
指
導
を
 
 

し
て
く
れ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
 
 

し
、
そ
の
時
、
私
は
車
を
も
っ
て
い
ま
 
 

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
教
会
 
 

や
、
ウ
イ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
講
演
 
 

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
折
に
、
囚
人
た
ち
 
 

か
ら
の
手
紙
を
紹
介
し
ま
し
た
。
す
る
 
 

と
「
大
円
さ
ん
、
こ
の
小
切
手
で
四
つ
 
 

の
タ
イ
ヤ
で
も
員
っ
て
下
さ
い
」
と
い
 
 

う
よ
う
な
メ
モ
を
添
え
て
、
中
古
車
を
 
 

買
う
た
め
に
と
寄
付
が
集
ま
り
は
じ
め
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

そ
し
て
、
毎
週
月
曜
日
の
夜
、
私
は
、
 
 

重
刑
犯
罪
者
の
刑
務
所
に
訪
問
す
る
よ
 
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
三
十
年
 
 

か
ら
多
種
の
終
身
刑
に
い
た
る
ま
で
の
 
 

囚
人
た
ち
が
監
獄
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
 
 

で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

で
し
た
が
、
囚
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
 
 

の
タ
バ
コ
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
を
E
早
っ
た
 
 

め
の
お
金
を
蓄
め
 
（
彼
ら
は
、
刑
務
所
 
 

の
中
の
工
場
で
働
き
ま
す
が
、
時
給
二
 
 

十
五
セ
ン
ト
で
す
）
、
ガ
ソ
リ
ン
代
と
 
 

し
て
小
切
手
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 

私
は
、
ま
る
で
托
鉢
を
し
て
い
る
か
の
 
 

よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
本
当
に
彼
ら
の
贈
 
 

り
物
に
感
謝
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
 
 
 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
軽
犯
罪
者
の
為
 
 

の
刑
務
所
で
坐
禅
の
指
導
を
し
て
く
れ
 
 

る
よ
う
に
と
政
府
か
ら
依
頼
さ
れ
、
謝
 
 

礼
を
戴
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
、
 
 

私
は
、
こ
の
契
約
に
対
し
て
余
り
良
い
 
 

印
象
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
大
 
 

円
さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
契
約
す
る
 
 

ぐ
ら
い
坐
禅
が
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
 
 

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
参
禅
者
た
ち
が
言
っ
 
 

て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
話
を
引
き
受
け
 
 

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 
 
 

軽
犯
罪
者
の
為
の
刑
務
所
で
は
、
あ
 
 

る
意
味
で
指
導
す
る
こ
と
が
非
常
に
む
 
 

ず
か
し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
こ
 
 

に
い
る
囚
人
た
ち
は
刑
務
所
の
生
活
が
 
 

は
じ
め
て
だ
か
ら
で
す
。
中
国
本
土
の
 
 

よ
う
に
遠
く
離
れ
た
外
国
か
ら
釆
た
も
 
 

の
や
、
多
く
は
家
族
か
ら
離
れ
、
心
の
 
 

傷
を
持
っ
た
人
た
ち
だ
か
ら
で
す
。
そ
 
 

し
て
、
彼
ら
は
予
告
な
し
に
他
の
刑
務
 
 

所
に
し
ば
し
ば
移
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
 
 
 

両
方
の
刑
務
所
は
と
っ
て
も
う
る
さ
 
 

い
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
 
 

な
騒
音
の
中
で
心
の
平
安
を
見
出
さ
な
 
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
所
す
る
と
き
 
 

に
、
そ
の
囚
人
た
ち
は
、
帰
っ
て
住
む
 
 

家
の
近
く
に
坐
禅
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
 
 

る
か
な
い
か
さ
が
し
ま
す
。
く
ち
ず
て
 
 

に
他
の
囚
人
も
ま
た
坐
禅
指
導
を
も
と
 
 

め
ま
す
。
ま
た
、
警
備
員
で
さ
え
も
興
 
 

味
を
示
す
よ
う
に
坐
禅
が
求
め
ら
れ
て
 
 

い
る
の
で
す
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
郊
外
 
 

二
十
五
マ
イ
ル
半
径
内
に
七
つ
の
連
邦
 
 

刑
務
所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
 
 

死
刑
囚
の
い
る
女
性
刑
務
所
も
含
ま
れ
 
 

て
い
ま
す
。
 
 
 

今
日
病
め
る
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
 
 

な
に
か
が
起
き
る
前
に
手
を
差
し
伸
べ
 
 

る
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
り
ま
す
。
最
 
 

近
、
十
四
～
十
五
歳
の
女
の
子
が
何
人
 
 

か
、
美
術
館
で
行
な
っ
た
坐
禅
会
に
や
っ
 
 

て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
仲
間
に
笑
わ
れ
 
 

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
坐
禅
会
 
 

に
出
席
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
 
 

そ
し
て
、
「
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
心
の
平
 
 

学
校
は
 
 

安
を
見
い
出
せ
る
の
か
？
 
 

ダ
メ
だ
し
、
両
親
は
い
つ
も
叱
っ
て
ば
 
 

か
り
い
る
し
、
ど
う
し
た
ら
心
の
平
安
 
 

を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
の
か
？
 
」
 
 

と
懇
願
す
る
の
で
す
。
 
 
 

刑
務
所
で
の
活
動
と
同
様
に
、
ま
っ
 
 

た
く
広
範
囲
な
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
中
 
 

で
、
私
は
坐
禅
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

心
の
奥
深
い
内
面
の
要
求
に
答
え
ら
れ
 
 

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 

そ
し
て
将
来
は
、
だ
れ
も
が
自
由
に
坐
 
 

禅
が
で
き
る
よ
う
な
古
い
農
場
、
或
は
 
 

狩
猟
小
屋
を
見
つ
け
、
母
と
共
に
仏
道
 
 

に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
 
 

す
。
 
 

（
翻
訳
 
事
務
局
）
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一
八
九
三
年
、
日
本
の
仏
教
は
は
じ
 
 

め
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
紹
介
さ
れ
た
。
 
 

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
日
系
移
民
 
 

を
主
な
対
象
と
し
た
開
教
が
、
ハ
ワ
イ
 
 

や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
に
は
じ
ま
 
 

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
系
以
外
の
ア
 
 

メ
リ
カ
人
に
対
す
る
坐
禅
修
行
中
心
の
 
 

教
化
活
動
が
は
じ
め
ら
れ
、
各
地
に
禅
 
 

セ
ン
タ
ー
が
で
き
は
じ
め
た
の
は
、
一
 
 

九
六
〇
年
代
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
、
三
 
 

十
年
余
り
の
歴
史
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
 

故
片
桐
大
忍
老
師
は
、
一
九
六
三
年
 
 

に
渡
米
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
坐
 
 

禅
修
行
を
伝
え
ら
れ
た
先
駆
者
の
お
一
 
 

人
で
す
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
禅
宗
寺
、
 
 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
桑
港
寺
、
サ
ン
フ
 
 

ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー
等
で
関
数
活
 
 

動
に
従
事
さ
れ
た
あ
と
、
一
九
七
二
年
 
 

釣月山宝鏡寺イ反禅堂  

に
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
願
 
 

い
に
よ
っ
て
、
中
世
部
ミ
 
 

ネ
ソ
タ
州
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
 
 

ス
に
移
ら
れ
、
ミ
ネ
ソ
タ
 
 

禅
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
 
 

ン
タ
ー
・
耕
雲
山
願
生
寺
 
 

を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
 
 

来
、
全
米
で
も
代
表
的
な
 
 

禅
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
と
し
 
 

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
 
 

ま
し
た
。
 
 

一
九
七
八
年
に
は
、
ミ
 
 

ネ
ソ
タ
州
東
南
部
の
、
、
、
シ
 
 

シ
ッ
ピ
ー
川
の
近
く
、
丘
 
 

陵
と
谷
と
が
続
く
大
自
然
 
 

の
中
の
美
し
い
地
域
に
、
 
 

二
八
〇
エ
ー
カ
ー
（
一
一
 
 

三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
 
の
 
 

土
地
を
購
入
さ
れ
、
本
格
 
 

的
な
参
禅
道
場
を
建
立
さ
れ
る
こ
と
を
 
 

発
願
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
を
釣
月
山
宝
 
 

鏡
寺
と
名
付
け
ま
し
た
。
最
初
は
、
陸
 
 

軍
の
テ
ン
ト
を
坐
禅
堂
と
し
て
使
い
、
 
 

夏
安
居
を
行
な
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
 
 

雨
が
降
る
と
テ
ン
ト
の
下
か
ら
雨
が
入
っ
 
 

て
き
て
、
多
く
の
坐
蒲
が
水
に
使
っ
て
 
 

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
テ
ン
ト
 
 

を
張
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
 
 

（
基
墳
）
を
造
り
、
そ
れ
が
後
に
、
現
 
 

在
の
禅
堂
の
床
に
な
り
ま
し
た
。
坐
禅
 
 

堂
は
メ
ン
バ
1
の
大
工
に
よ
っ
て
、
宝
 
 

鏡
寺
境
内
の
樫
の
木
を
き
り
、
自
分
た
 
 

ち
で
製
材
し
て
建
て
ま
し
た
。
そ
れ
以
 
 

後
、
冬
期
を
除
い
た
三
季
節
に
使
用
可
 
 

能
の
台
所
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
東
司
、
 
 

方
丈
キ
ャ
ビ
ン
、
作
業
場
な
ど
を
建
て
 
 

て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
宿
泊
 
 

施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
参
禅
者
は
 
 

そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
テ
ン
ト
で
寝
泊
り
 
 

を
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

故
片
桐
老
師
は
、
庫
院
、
僧
堂
及
び
 
 

衆
寮
が
、
恒
久
的
な
道
場
建
立
の
第
一
 
 

段
階
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
 
 

れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら
の
浄
財
 
 

に
よ
っ
て
、
宝
鏡
寺
境
内
地
購
入
の
支
 
 

払
い
を
済
ま
せ
、
最
初
の
建
物
を
建
築
 
 

致
し
ま
し
た
。
老
師
は
、
何
人
か
の
弟
 
 

子
た
ち
と
日
本
で
托
鉢
を
し
て
、
建
築
 
 

進
行
の
資
金
に
し
よ
う
と
望
ん
で
お
ら
 
 

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
完
成
を
見
 
 

る
こ
と
な
く
一
九
九
〇
年
三
月
、
癌
の
 
 

た
め
六
十
二
歳
で
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

ア
メ
リ
カ
の
仏
教
に
と
っ
て
大
き
な
痛
 
 

手
で
あ
り
ま
す
。
片
桐
老
師
御
遷
化
後
 
 

も
、
迫
弟
及
び
俗
弟
子
の
人
々
に
よ
っ
 
 

て
、
願
生
寺
及
び
宝
鏡
寺
は
護
持
さ
れ
、
 
 

私
共
は
三
年
間
毎
年
、
日
本
各
地
で
托
 
 

鉢
を
し
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
浄
財
を
 
 

寄
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
の
仏
教
が
真
に
ア
メ
リ
カ
 
 

の
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
の
国
で
 
 

指
導
者
を
養
成
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
 
 

で
あ
り
ま
す
。
故
片
桐
老
師
が
宝
鏡
寺
 
 

僧
堂
建
立
を
発
願
さ
れ
た
の
も
、
そ
れ
 
 

宝鏡寺長期計画予備段階見積書   

第1期 庫院  

受付、事務室、台所、  

ゲストルーム、寮舎、   

第2期 僧堂  

衆寮（裕司、東司）   

第3期 仏殿  

開山堂  

方丈、客室  

総計予算額   

5，000万円   

食堂  

裕司、東司  

3，000万円  

2，000万円  

3，000万円   

1，000万円   

1，000万円   

15，000万円  

が
眼
目
で
あ
っ
た
と
推
察
致
し
ま
す
。
 
 

叢
林
で
の
大
衆
一
如
の
坐
禅
修
行
を
抜
 
 

き
に
し
て
は
、
道
元
禅
師
の
仏
法
が
伝
 
 

え
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
か
と
存
 
 

じ
ま
す
。
ま
た
、
在
家
の
参
禅
者
の
人
々
 
 

に
も
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
自
己
に
 
 

親
し
む
参
禅
の
場
を
提
供
致
し
た
く
存
 
 

じ
ま
す
。
 
 
 

故
片
桐
大
忍
老
師
の
僧
堂
建
立
と
い
 
 

う
生
涯
の
念
願
を
ひ
き
つ
ぎ
、
ア
メ
リ
 
 

カ
国
内
に
お
い
て
努
力
し
て
参
る
所
存
 
 

で
す
。
し
か
し
、
な
に
ぶ
ん
、
仏
教
全
 
 

体
の
支
持
基
盤
が
ま
だ
ま
だ
小
さ
く
、
 
 

日
本
か
ら
の
援
助
な
し
で
は
不
可
能
な
 
 

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
 
 

何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
戴
き
、
釣
月
山
 
 

宝
鏡
寺
道
場
建
築
進
行
に
御
助
力
の
程
、
 
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
鉢
（
托
鉢
用
応
量
器
）
を
縁
と
し
 
 

た
草
の
根
運
動
で
す
。
 
 
 

地
球
禅
仏
教
の
原
点
を
釈
迦
牟
尼
世
 
 

尊
が
示
さ
れ
た
托
鉢
「
頑
陀
行
」
 
の
実
 
 

践
に
学
び
、
草
の
根
の
交
流
を
願
う
。
 
 

特
に
、
ミ
ネ
ソ
タ
禅
セ
ン
タ
ー
の
道
友
 
 

を
精
神
的
に
、
物
質
的
に
援
助
し
な
が
 
 

ら
、
今
我
々
が
、
お
互
い
の
初
心
を
確
 
 

か
め
あ
い
独
坐
に
円
通
す
る
こ
と
を
目
 
 

的
と
し
ま
す
。
 
 
 

昨
年
秋
、
ミ
ネ
ソ
タ
禅
セ
ン
タ
ー
主
 
 

管
・
奥
村
正
博
師
に
京
都
で
お
会
い
し
 
 

て
、
最
近
の
ミ
ネ
ソ
タ
の
様
子
を
拝
聴
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
 
 

て
も
大
切
な
教
え
を
い
た
だ
い
た
故
片
 
 

桐
大
忍
老
師
の
ご
苦
労
を
存
じ
あ
げ
て
 
 

い
る
だ
け
に
、
何
か
お
役
に
立
つ
こ
と
 
 

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
 
 

で
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
相
談
申
し
上
げ
 
 

ワ
ン
・
ボ
ー
ル
・
ネ
ッ
 
 
 

阜
率
ヤ
ク
 
 

岐
阜
県
・
正
宗
専
任
職
・
原
訂
道
一
老
師
よ
り
、
ワ
シ
・
ポ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 
 

を
発
足
し
、
ミ
ネ
ソ
ダ
祥
セ
ッ
タ
ー
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
い
う
提
案
を
受
け
 
 

ま
し
た
。
S
Z
－
は
そ
の
趣
盲
に
賛
同
し
∵
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
 
 

の
で
こ
こ
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 
 

岐
阜
県
・
正
宗
寺
住
職
 
原
 
田
 
道
一
 
 

た
結
果
、
具
体
的
に
は
一
万
円
の
協
賛
 
 

金
を
戴
い
た
方
に
、
飛
騨
高
山
特
注
の
 
 

千
巻
製
応
且
爪
器
を
郵
送
し
、
実
費
を
引
 
 

い
た
残
り
の
五
〇
〇
〇
円
を
ミ
ネ
ソ
タ
 
 

禅
セ
ン
タ
ー
へ
の
浄
財
に
と
考
え
ま
し
 
 

た
。
こ
の
応
量
器
は
楢
崎
通
元
老
師
の
 
 

指
導
で
作
成
し
、
老
師
に
は
托
鉢
の
禅
 
 

画
と
解
説
を
戴
き
ま
し
た
。
 
 
 

地
方
の
草
の
根
運
動
が
今
の
、
変
革
 
 

機
に
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 

こ
の
ワ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
 
 

運
動
理
念
は
、
マ
リ
リ
ン
・
フ
ァ
ガ
ソ
 
 

ン
の
「
ア
ク
エ
リ
ア
ン
革
命
」
 
に
よ
る
 
 

も
の
で
す
。
以
下
引
用
い
た
し
ま
す
。
 
 

心
の
変
革
を
成
し
遂
げ
た
個
人
が
 
 
 

あ
ち
こ
ち
に
生
ま
れ
、
互
い
に
知
 
 
 

り
あ
う
こ
と
が
な
く
と
も
目
に
み
 
 
 

え
な
い
連
帯
と
な
っ
て
広
が
り
、
 
 

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
中
に
、
人
々
 
 
 

が
ま
ず
、
自
分
自
身
を
変
革
し
、
 
 
 

そ
れ
か
ら
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
 
 
 

て
い
く
。
決
し
て
自
分
の
考
え
だ
 
 
 

け
に
狂
信
的
に
し
が
み
つ
か
ず
、
 
 
 

感
傷
的
に
な
ら
ず
、
他
人
を
高
め
 
 
 

な
が
ら
現
実
か
ら
の
遊
離
も
せ
ず
、
 
 
 

規
律
を
守
り
な
が
ら
縛
ら
ず
も
せ
 
 
 

ず
、
そ
の
中
で
、
社
会
が
変
革
に
 
 
 

向
か
っ
て
動
い
て
い
く
の
だ
。
 
 

無
力
で
何
人
の
賛
同
が
得
ら
れ
る
か
 
 

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
大
国
日
本
ら
 
 

し
か
ら
ぬ
小
さ
な
浄
財
で
心
を
通
わ
す
 
 

方
法
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
 
 

賛
同
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 
 

■
草
務
局
 
〒
五
〇
六
－
二
一
 
 

岐
阜
県
大
野
郡
丹
生
川
村
正
宗
寺
山
内
 
 

ワ
ン
・
ボ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
、
、
、
ネ
ソ
タ
 
 

代
表
 
原
 
田
 
道
一
 
 
 

℡
・
F
A
X
〇
五
七
七
－
七
八
－
一
〇
八
〇
 
 
 

や
が
て
世
界
全
体
を
変
革
し
て
い
 
 

く
、
新
し
い
規
範
が
登
場
し
若
い
 
 

人
た
ち
が
、
そ
の
意
味
を
認
め
は
 
 

じ
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
数
が
あ
 
 

る
一
定
の
数
を
越
え
る
と
、
大
規
 
 

模
に
規
範
が
移
り
は
じ
め
る
。
新
 
 

し
い
見
方
を
受
け
入
れ
る
人
々
が
 
 

増
え
、
そ
れ
が
社
会
の
コ
ン
セ
ン
 
 

サ
ス
に
な
る
。
 
 

透
明
な
知
性
を
持
っ
た
 
 
 

人
た
ち
に
よ
る
呼
吸
運
動
 
 
 

お
釈
迦
さ
ま
の
根
本
精
神
を
貫
く
 
 

生
き
方
は
「
托
鉢
」
 
で
す
。
 
 
 

「
拙
筆
微
笑
」
 
の
話
で
知
ら
れ
る
 
 

迦
棄
尊
者
を
後
継
ぎ
に
さ
れ
た
の
は
 
 

頭
陀
行
第
一
（
衣
食
住
が
少
欲
・
知
 
 

足
に
徹
し
た
方
）
 
で
あ
ら
れ
た
か
ら
 
 

で
す
。
日
本
で
諸
整
道
の
奥
伝
を
 
 

「
衣
鉢
を
継
ぐ
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
 
 

彿
心
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
 
 
 

永
平
寺
伊
道
元
禅
師
は
、
「
お
釈
 
 

迦
さ
ま
か
ら
達
磨
さ
ま
へ
と
代
々
伝
 
 

え
ら
れ
た
彿
心
（
正
法
眼
蔵
捏
繋
妙
 
 

心
）
が
「
袈
裟
・
鉢
孟
で
あ
る
」
 
と
 
 

教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
 
 

は
、
自
然
と
共
に
生
き
る
目
標
と
し
 
 

て
「
蜂
が
花
の
蜜
だ
け
を
採
っ
て
、
 
 

色
も
香
り
も
損
な
わ
な
い
よ
う
な
、
 
 

清
ら
か
な
生
き
方
を
せ
よ
」
と
自
ら
 
 

八
十
年
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
お
釈
迦
 
 

さ
ま
、
道
元
禅
師
を
こ
よ
な
く
お
慕
 
 

い
に
な
っ
た
良
寛
さ
ま
も
「
か
つ
て
 
 

高
僧
伝
を
読
む
、
僧
は
清
貧
を
可
と
 
 

す
べ
し
」
を
生
涯
守
り
ぬ
か
れ
た
古
 
 

彿
で
し
た
。
 
 
 

僧
堂
で
は
、
鉢
孟
（
應
良
川
器
）
を
 
 

使
う
時
「
三
輪
空
寂
」
施
者
・
受
者
・
 
 

施
物
が
清
ら
か
な
こ
と
を
念
じ
ま
す
。
 
 

坐
禅
の
か
た
ち
も
、
こ
こ
ろ
も
、
自
 
 

利
利
他
・
平
等
利
益
を
表
し
ま
す
。
 
 
 

出
入
の
呼
吸
・
法
界
定
印
の
手
を
 
 

差
し
出
し
た
「
お
頂
戴
の
形
」
、
合
 
 

掌
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」
 
の
言
葉
 
 

は
、
日
本
の
美
し
い
風
習
に
な
っ
て
 
 

い
ま
す
。
【
文
 
楢
崎
通
元
老
師
】
 
 
 

ト童チャナ 
頑、、ヨ  

二・・ 

． 

・・－・ニニ．・ 



SOTO禅インターナショナル  平成7年3月15日 （8）   

腎t野Y野轡彗野常習常闇【確野闇雫野間  Hawaii′Soto－Shu′  

Zenshuji＆Tbiナ0】1  

90th Anniversary 
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Hal“最SbtoshuCollferen亡e  

Hl】rri亡aneInikiRestora珪0Il  

戦
五
十
年
記
念
法
要
、
並
び
に
第
五
回
「
世
界
平
 
 

和
大
観
音
」
特
別
戦
災
諸
精
霊
追
善
供
養
、
平
和
 
 

祈
願
各
法
要
が
左
記
の
予
定
で
厳
修
さ
れ
ま
す
。
 
 

是
非
こ
の
機
会
に
ご
釆
山
、
 
 

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 

ハ
ワ
イ
に
お
き
ま
し
て
、
 
 

荘→＼rAISり1て）※lミY・′Ilヱ1∴＼貫’l）1．（  

∴！ミニヾ5Hてニー  

第
二
次
世
界
戦
争
終
 
 

ご
参
拝
賜
り
ま
す
よ
 
 

創立90周年記念誌表紙  
S
Z
－
会
報
二
号
に
て
、
ハ
ワ
イ
関
数
、
ワ
イ
パ
 
 

フ
太
陽
寺
、
カ
ワ
イ
禅
宗
寺
各
々
創
立
九
十
周
年
記
 
 

念
行
事
等
に
つ
い
て
、
日
本
か
ら
出
席
さ
れ
た
秋
田
 
 

新
隆
師
よ
り
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
カ
 
 

ワ
イ
禅
宗
寺
主
任
閑
散
師
ユ
ニ
好
晃
一
師
よ
り
、
お
 
 

礼
状
と
手
作
り
の
記
念
誌
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 
 

そ
し
て
、
終
戦
五
十
年
・
平
和
祈
願
の
ご
案
内
が
あ
 
 

り
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 
 

期
間
一
九
九
五
年
八
月
十
三
日
（
日
）
 
 

か
ら
九
月
十
二
日
（
火
）
ま
で
 
 

＊
こ
の
期
間
中
八
月
十
三
日
（
前
夜
祭
）
、
 
 
 

十
五
目
（
記
念
大
法
要
）
両
日
の
み
 
 
 

禅
宗
寺
主
催
に
て
催
さ
れ
ま
す
が
、
 
 
 

他
の
日
は
、
禅
宗
寺
ホ
ー
ル
 
（
五
〇
 
 
 

〇
人
収
容
）
 
の
使
用
な
ど
ご
用
立
て
 
 
 

で
き
ま
す
も
の
は
喜
ん
で
さ
せ
て
戴
 
 
 

き
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
な
ん
な
り
 
 
 

と
申
し
付
け
下
さ
い
。
 
 

時
間
 
午
前
九
時
～
午
後
四
時
 
 

会
場
 
カ
ワ
イ
禅
宗
寺
ホ
ー
ル
 
 

世
界
平
和
大
観
音
 
 
 

℡
（
八
〇
八
）
三
三
五
－
三
五
二
一
 
 

カ
ワ
イ
禅
宗
寺
主
任
開
教
師
 
 

三
好
晃
一
九
拝
 
 

世界平和大観音像  

琵
…
餌
 
 

訂
さ
ま
並
び
に
檀
信
徒
各
位
に
お
か
れ
 
 

l
ま
し
て
は
甚
大
な
被
害
を
琴
り
れ
ま
し
 
 

■
■
 
－
た
こ
と
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
 
苛
 

ま
す
。
 
 

腋
 
何
卒
、
一
日
阜
く
復
旧
さ
れ
ま
す
i
 
「
嘉
念
申
し
上
げ
ま
す
。
 
脚
 
Ⅷ
 
平
成
七
年
三
月
十
吾
 
 
傭
 
 

－
S
O
T
O
禅
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
■
 
’
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＿
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■
■
1
－
一
t
一
t
一
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＿
t
一
－
●
 
一
＿
－
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‡
一
＿
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●
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1・海外で布教に従事している関数師への支援 

写 

3 国際化社会に対応する内外の布教の摸索  

具体的活動内容 

＊ 

＊一会報の定期的発寺子（情報交換） 

壷二研修会等への講師派通（海外寺院め様子、国際化社会での  

仏教、▼海外から見た日本仏教、’その他海外布教関係等）  
＊・準外研修視察、プアー奪っのアドバイス  

＊ 留学などに関する相談 

ぷ 
l■
 轟
】 
一 
日 
爛 
 

L
 
 

＋
 
 

l
編
集
後
記
 
一
 
 

「
平
和
と
国
際
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
 
 

昨
年
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
戦
 
 

後
五
十
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
ベ
ト
ナ
 
 

ム
戦
争
体
験
を
通
し
て
平
和
運
動
を
実
 
 

践
さ
れ
て
い
る
テ
イ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
 
 

師
の
東
京
講
演
会
を
開
催
す
る
。
 
 
 

今
、
世
界
で
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
説
 
 

か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
 
 

う
に
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
、
耳
を
傾
 
 

け
た
い
も
の
だ
。
 
 

（
伸
）
 
 
 

＊－その他  

会員の資格  
＊ヰ記の目的、活動に賛同する声  

＊ 年会費10，000円とする  
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